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キーワード 学びのコミュニティ キャリアデザイン 探究的な学び 自己理解

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

総合教育センター（以下本センター）の高等学

校チーム（以下高校チーム）では、山梨県立上野

原高等学校（以下「上野原高校」）を研究推進校と

し、今年度は「「授業づくり・学校づくり」の領域

における研究支援の２年目である。上野原高校に

おける研究の主題・副主題については、以下の理

由に基づいて設定した。 

 

１ 推進校の現状 

上野原高校は、総合学科高校へと再編され 15年

目となる。「自らの夢を実現できる生徒」の育成が

上野原高校の目指す姿であり、原点となっている。

今年度の研究主題は「自分の得手不得手や興味関

心への理解を深め、将来どのように社会と関わっ

て生きていくのかを考えるなかで地域社会に興味

を持ち、さまざまな学習活動を通じて『自らの夢

を実現できる生徒』の育成」としている。 

研究推進校では、近年の生徒の多様化にともな

って既存のキャリア教育のブラッシュアップの必

要に迫られ、総合学科の特色である１年次科目「産

業社会と人間」において、外部教材プログラム【バ

イタリティ探究】を導入して２年目を迎えた。こ

の教材は、「生きるとは何か」「社会の成り立ち」

「社会・世界との関わり」「自分の未来」という４

つのテーマを段階的に扱い、シンキングツールを

活用した対話的・探究的な学びを通して、生徒が

自己理解を深めながら将来の方向性を考えること

を目指している。探究的な学びの視点を取り入れ

たプログラムの活用を通して、生徒が自己の進路

探究に必要なスキルアップを図る指導の在り方に

ついて研究する上で、昨年度は教員側の教材理解

や運用方法の検討、授業担当者以外の先生方に研

究を共有し、学びのコミュニティを広げることが

課題となっていた。 

 

２ 推進校の主題を受けて 

  

本研究は、令和 6 年度に引き続き、研究推進校

が目指す「自らの夢を実現できる生徒」の育成に

向け、そのキャリア教育プログラムである「ドリ

カムシステム」のアップデートを図ることを目的

として進められたものである。今年度（研究 2 年

目）は、昨年度の成果と課題を踏まえつつ、より

効果的なキャリア教育の在り方を模索し、学校全

体で探究的な学びを推進する体制づくりに重点を

置いて研究を深めた。 

 既存のキャリア教育プランのよいところを生か

し、生徒の実態に合わせて更に「よりよいもの」

にしていこうとする研究推進校の取り組みに対し

て、本センターの高校チームは、ニーズに合わせ

た更なるアップデートの支援を研究主題に掲げ

た。「自らの夢を実現できる生徒」の育成に向けた

支援－「DREAMS COME TRUE SYSTEM」の更なるアッ

プデートに向けて－を主題・副主題として設定し、

今年度も学校や生徒の実情を正しく把握し、先生

方の負担に配慮しつつ、学校にとって、そして何

より生徒にとってプラスとなる支援を考えること

に重きを置いた。 

 昨年度の研究からは、探究的な学びを成立させ

るためには「問いやゴールの設定の工夫」や「振

り返り」を適切に行うことが必要であるという知

見が得られたが、教員側の教材理解や運用方法に

も課題が残された。そのため今年度は、教員同士

の対話や情報共有を促す「学びのコミュニティ構

築」を柱とし、教材活用の質を高め、より深い学

びに向けた授業改善を目指して取り組むこととし

た。今年度は、昨年度は見られなかった新しい授

業形態や実践に着手し、教師の学びから波及する

生徒の学びの広がりも期待された。 

 これらの状況を踏まえ、本センターは研究推進

校のキャリア教育の更なるアップデートに向け

て、「負担感は少なく、手応えは大きく」を意識し

て今年度の研究をスタートした。「探究的な学びの

姿勢を育成するよりよい授業に向けた模索・検討」



   

 

   

 

と「学びのコミュニティ構築」を支援の柱とし、

具体的な改善提案や授業の事前・事後検討、アン

ケート分析による課題把握を行いながら、研究の

深化を図った。 

 

Ⅱ 研究の目的と方法 

 

１ 研究の目的 

研究の目的は、研究推進校が目指す姿に近づく

ための取り組みについて、本センターとして成果

と課題を検証しながら、支援の在り方、有効な伴

走の方法を考察することである。  

昨年度の取組からは、探究的な学びの基盤とな

る「問いやゴールの設定」「振り返りの習慣化」「学

習プロセスの言語化」が重要であるとともに、教

員側の教材理解や授業運営の工夫が、生徒の学び

の深さに直結することが明らかになった。 

 今年度（研究 2 年目）は、昨年度の課題を踏ま

えて「学びのコミュニティ構築」を中心に据え、

よりよい授業づくりに向けた教員の意識改革およ

び授業のアップデートを目指し、本センターは次

の 3点を中心に研究推進校の研究支援を行った。 

 ① 教員間の対話や振り返り、相互授業参観の  

促進による授業改善のサイクルづくり 

 ② Padlet 等を活用した振り返りの仕組化  

による教員の学び・気づきの可視化 

 ③ 教科等横断的な学び・外部参加者との対話  

など、新しい授業形態の提案と検証 

既存の形態を変えるには時間と労力がかかるが、

本センターと研究推進校が協働で取り組むことに

よって得られる知見を活かし、生徒のよりよいキ

ャリアデザインに繋がる授業研究を進める。また、

その成果は探究的な学びの視点を取り入れたキャ

リア教育の実践例として広く県内に周知し、本県

の教育の振興に結び付けることを目指す。 

 

２ 研究の方法 

 研究方法は、次の 4点とした。 

（１）授業参観と Padletを用いた上高ミーティン  

グ（協議）の実施 

（２）生徒・教員アンケート（6月／12月）から  

変容の見取と分析 

（３）Microsoft Teams（以下 Teams）を活用した  

教材や授業構成等の検討・提案 

（４）教科等横断的な取組や学年合同授業等の新  

形態の企画・実施について検証 

 これらの方法を通し、昨年度との比較を行いな

がら、今年度新たに見られた教育的効果、教師と

生徒双方の意識変容、そして探究的な学びが学校

全体に広がる兆しを捉え、研究の進め方や授業の

在り方を考察する。 

 

Ⅲ 研究体制について 

  

 研究 2年目にあたる今年度は、令和 6年度の研

究体制を踏まえつつ、より安定した支援の継続と

授業改善のサイクルを生み出すことを目的として

研究体制を構築した。昨年度に確立した「推進校

—本センター指導主事」の連携を維持しながら、

次の点を中心に体制を整えた。 

 

１ 基本体制の継続と強化 

 推進校である上野原高校の 1 年次「産業社会と

人間」を担当する教員と、本センター高校チーム

の指導主事が連携し、年間を通して協働的に研究

を進める。昨年度同様、研究推進校の主担当者を

中心に授業計画の検討や教材理解の促進を図り、

授業後の振り返りを継続して行う体制を維持する。

それにより、昨年度からの蓄積を基盤とした安定

した研究の推進に繋げる。 

 

２ 上高ミーティングの定着 

 昨年度から重点的に実施してきた授業後の協議

を、今年度は「上高ミーティング」という親しみ

やすい名称にし、Padletによる入力を取り入れて

継続する。授業者同士が授業の意図や課題、改善

点を共有する場とし、意見交換により授業改善の

視点をより具体的なものにする。単なる振り返り

にとどまらず、次の授業を見据えた改善のサイク

ルとする。 

 

３ 教材理解と授業改善の支援 

 研究推進校が外部教材「バイタリティ探究」を

効果的に扱えるよう、教材理解や授業展開の検討

への支援を継続する。昨年度の課題であった「ゴ

ール設定」や「活動の目的の共有」の難しさにつ

いて、具体的な改善提案を行い、授業計画段階か

ら協働で検討する。昨年度の教材の扱いにおける

引継ぎから、授業者の意図的な工夫がより反映さ

れるようになったことを尊重する。 

 

４ 情報共有の仕組づくり 

 Teams を活用した授業資料の共有や事前・事後

のやり取りは、今年度も継続して実施する。Padlet



   

 

   

 

を活用した授業者の気づきの共有（図１）により、

教員同士が互いの授業実践や課題意識を可視化で

きるようにする。個々の授業改善に向けた意識が、

チーム全体の学びへと広がっていく基盤をつくる。 

図１ Padletによる振り返り記録 

 

５ 大学アドバイザーとの連携 

 山梨大学アドバイザーによる授業参観および

助言により、外部の視点から推進校の現状や課題

を捉える機会とする。特に、少人数校である上野

原高校の特性を生かした授業デザインについて

示唆を得たい。また、本センターの推進校への関

わり方や、研究の深化に向けてアドバイスを得る。 

 以上のように、昨年度の体制を基盤として継続

しながら、教員同士の対話や協働の深まり、授業

改善のサイクル構築を意識した体制づくりを進

める。これらは、探究的な学びを学校文化として

根付かせるための基盤となり、来年度以降の更な

る発展に繋がることが期待される。 

 

Ⅳ 支援の経過と取組について（取組テーマ別） 

 

本章では、今年度の取組を「取組テーマ別」に

整理し、昨年度からの継続点と改善点、そして新

たな実践の広がりを具体的に記述する。研究計画

と経過は以下の通り（図２）、進校のニーズに合わ

せて変化させながら進めてきた。（本文中の写真は、

当該時期の授業記録・校内共有資料から抜粋して

おり、授業の雰囲気と学びの様相を示す。） 

図２ 研究の計画と経過 

１ 授業観察を通した授業改善に向けた支援 

 今年度は年間を通して授業観察を行い、授業者

の意図や生徒の学びを多面的に捉えながら支援を

行った。５月の授業観察では、教材への理解が進 

み、生徒が主体的に活動する姿が見られた（図３）。 

図３ 授業観察Ⅰ（５月２日） 

 

７月には全教員の相互授業参観が実施され、学

校全体でキャリア教育の方向性を共有する機会と

なった（図４）。昨年度は 1年次の授業担当者だけ

で進めていたが、全校の先生方に授業を参観して

もらい、昨年度担当した視点やいずれ担当するで

あろう視点から感想や意見をもらうことにより、

共有ができた。今後の展開を一緒に考えていく材

料となり、授業の広がりに繋がった。 

図４ 授業観察Ⅱ（７月２日） 

 

２ 上高ミーティングの深化（Padletの活用） 

 授業後の協議「上高ミーティング」では、Padlet

を用いて教員の気づきを可視化する取組（図１）

を継続して実施した。これにより、授業者同士が

互いの視点を取り入れながら改善を図る体制が整

い、学びのコミュニティ構築への一歩に繋がった。 

 

３ 相互授業参観の工夫 

 相互授業参観は今年度７月の参観に合わせて提

案し、全校体制で実施した。参加率は 85％以上

となり、探究の要素を盛り込んだ授業を参観する

ことで、自身の授業を客観視する機会となった。



   

 

   

 

図５左側は、研究推進校が使用している参観記録

であり、参加者からの感想や、昨年度授業者から

のアドバイスをもらう有意義なものになった。右

側は、本センターと主担当者で作成したチェック

シートである。授業全体を参観できないことも想

定し、簡単にポイントを見取るシートとした。 

図５ 相互授業参観アンケート・チェックシート 

 

４ 教科等横断的な学びの推進 

 今年度の新しいチャレンジとなった「教科等

横断型授業」（図６・図７）では、「生きる」を

テーマとしたバイタリティ探究のフェーズ１に合

わせ、国語の授業で「生きる」をテーマとして授

業を実施した。自分事になると重いテーマに感じ

る生徒も、登場人物の立場で「生きる」ことを捉

えて学びを深めた。言語化によって自己と社会の

関わりを深め、多様な視点の育成に繋がった。 

図６ 教科等横断型授業の取組 

図７ 教科等横断型授業の取組【生徒の作品】 

５ 外部参加者との対話を取り入れた授業の実施 

 11月に入ったところで、本センターから提案し、

新形態の授業に取り組んだ。11 月 12 日には、山

梨大学アドバイザーを招いての授業参観において、

学年全員でクラスの垣根をこえたグループ活動

（図８）が取り入れられた。また、11月 19日の拡

大公開授業においては、外部から参観した大人が

授業に加わって生徒と対話する活動（図９）も行

われた。この活動により、生徒たちは自分とは異

なる視点を得て、他者の意見を通じて自分の考え

を深めたり、社会とのつながりを感じながら自己

の将来について考えたり、多くの新しい気づきを

得ていた。拡大公開授業参観者アンケートからも

自主的な生徒の様子が好評価であった。 

図８ 授業参観Ⅳ 11月 12日 

図９ 授業参観Ⅴ 11月 19日 

 

６ 研究推進校：上野原高校から 

推進校からは，２年間の取り組みを振り返り、

生徒が自分の進路や生き方を主体的に考える力を

育むことを目指して授業をデザインしてきた中で、

以下の成果と課題がまとめられた。 

入学直後の１年次生は、自己理解や将来像のイ

メージが曖昧で、学習意欲や目標設定に課題があ

る。そこで、「産業社会と人間」の授業に「バイタ

リティ探究」を導入し、生徒が自分の強みや価値

観を発見し、将来の方向性を考えるきっかけづく

りとなる授業を目指して工夫を凝らしてきた。 



   

 

   

 

「生きる」をテーマに自己探究を行う外部教材

には、グループワークによる他者との対話が豊富

に設けられており、生徒は自分の考えを言語化し、

他者の視点を取り入れることで、より深い自己理

解を得ることができる。しかし一方で、目の前の

生徒に合わせてアレンジしないと扱いが難しく、

より深い学びには結びつかない。 

今年度は、教科等横断的な授業や学年全体でク

ラスの枠を取り払ったグループ活動、大人がグル

ープに入ってのワークなど、教員側が臆せず新し

い形態にチャレンジすることで、生徒をより深い

学びに導くことができたと考えている。 

一方で、1年次で使用する教材であるため、その

学びをどのように２年次、３年次の学習活動へ発

展させていくかが課題となる。しかし、２年次生

の中には、昨年度学んだ「生きる」というテーマ

を、課題研究に組み込んで発表している生徒も見

受けられ、探究が継続している姿も窺えた。 

短時間で深い自己分析を行うことの難しさや、

触れられたくない過去を持つ生徒等への個人的背

景に配慮した設定について検討する必要もある。   

教材に関しては苦労した側面もあるが、総合教育

センターと協働で教材の効果的活用や、授業展開

について模索・検討を繰り返したことが、生徒た

ちの成長に繋がったと言える。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ アンケート結果分析 

（１）生徒の変容 

 １年次生全員と「産業社会と人間」の授業担当

者、１学年主任を対象に、６月と 12月に実施した

アンケート（資料１）の結果を基に成果と課題を

検証した。 

まず６月のアンケート結果から顕著なものを取

り上げる。資料２左のグラフより、「産業社会と

人間」の授業に対する興味関心は昨年度以上に高

いことがわかる。生徒の 92％が肯定的な回答を

しており、教員側の結果から見ても、生徒たちは

興味関心を持って授業に臨んでいることがわか

る。資料２右のグラフは、目標が意識されている

かどうかという昨年度は教員と生徒に意識の差が

あり、課題とされていた部分についての結果であ

る。今年度は教員側も 100％が肯定的な回答をし

ており、「授業の目標」を意識させて授業を進め

ていた結果であると言える。参観の際も、最初に

「目標」がわかりやすく提示されており、生徒に

もそれが理解された結果だと言えそうである。 

 資料３からは、生徒が「社会を生き抜く上で大

事だと考えている力」について見る。令和７年度

生徒の TOP３は、「人間関係を築く力」「自分の強

み弱みを理解する力」「他者と協力協働する力」

となっている。順位は入れ替わっているが、令和

６年度と同様の項目が上位となっている。生徒が

重視するのは、「他者との関係」や「自己理解」

に関する部分であり、「バイタリティ探究」の教

材の方向性と合致していると言える。 

 次に 12月のアンケート結果から、生徒の変容が

見られた主なものを取り上げる。資料５は、夢の

実現」という目標に繋がる「社会の中で生きてい

く自分をイメージする力」についての変容である。

６月から 12月で肯定的な回答が 6.1％プラスに転

じており、教員アンケートにおいても肯定的な割

合が大幅にプラスに転じている。昨年同様、授業

で力を入れて取り組んできた点に確実に成果が見

られた結果である。社会と自分を繋げていくこと

は、高校生にとっては難しい面もあるが、大人の

視点からのヒントも得て、少しずつイメージでき

るようになってきていると言えそうだ。 

資料６からは、12月生徒アンケートの分析から

「生徒が将来の目標（夢）に向かう気持ちはどの

ように変化したか」の項目を見る。昨年同様に

90％以上の生徒が「行動している、または方向性

を考えている」と回答し、授業実践がキャリア形

成意識を喚起したことが確認された。生徒の記述

からは、「将来を考える上で、大事だと感じたこ

と」に「行動力」「関心」「コミュニケーション

力」「考える力」「相手のことを思いやること」・・・

といった回答が多く見られ、授業に真剣に向き合

い、進路について考え続けてきたことが窺える。 

 

（２）教員アンケートにみる意識の変化 

 教員アンケートでは、授業改善に向けた意識が

昨年度よりも高まり、全員が肯定的に生徒の学び

における変化を捉えている。Padletの導入により、

授業者同士の共有が容易になったことや、相互授

業参観、外部参加者も交えたグループ活動を通し

て授業観が多角化したことが影響していると考え

られる。 

 資料４では、12月実施と 6月実施のアンケート

を比較し、教員が「成長が見られた」と評価した

項目に着目する。教員全員が 12月のアンケートで

100％肯定的な回答をした項目が３つある。「多様



   

 

   

 

な考え方や立場を理解しようとしている」「周囲

と力を合わせて話し合いや作業を進めている」「自

分の興味や関心のあることを理解している」の３

項目である。これは、バイタリティ探究のプログ

ラムの中で、くり返し活動してきた成果であり、

先生方が意識して指導してきた結果でもあると言

える。 

 次に、資料７から教員が「自身の変化や気づき」

について振り返った部分を見る。「発見」という

キーワードが挙がっており、教員の生徒に対する

見方が変化したことが見て取れる。授業での活動

を通して、「探究的な学びの基礎となる姿勢」を

育成する過程で、先生方の授業観にも変化があっ

たことが窺える。「多様な実践方法を学べた」「生

徒の新たな一面に気づいた」「教科等横断が学びの

幅を広げると実感した」など、生徒の変容と連動

する教員側の学びが読み取れた。教員の意識改革

が進んだことは、学校全体で学びのコミュニティ

を構築する上で大きな成果といえる。今後もこの

変化を大切にし、「自らの夢を実現できる生徒の

育成」という研究推進校の研究主題において、生

徒達のプラスの変容を見逃さず、次のステップへ

引き上げていくことが大切だと言える。 

 

２ 成果と課題  

 研究の柱とした「よりよい授業に向けての模

索・検討」「学びのコミュニティの構築」を踏ま

え、研究の成果と課題について述べる。 

 本年度の研究推進校への伴走支援の成果とし

て、次の３点が挙げられる。 

（１）探究的な学びを支える授業改善サイクルの  

確立 

 授業観察，Padlet を用いた上高ミーティング、

相互授業参観が連動し、授業改善のサイクルが学

校文化として根づきはじめた。教員の授業デザイ

ンが年を追うごとに精緻化され、生徒の学ぶ姿勢

に反映されている。 

（２）学びのコミュニティ構築の進展 

 教科や学年の枠を越えた相互参観や、教科等横

断的な授業への挑戦により、学校全体でキャリア

教育をアップデートしていく気運が強まった。教

員の振り返りにおける Padlet 上での記述が互い

に参照され、学年を横断した学び合いの基盤が整

った。 

（３）生徒のキャリア形成意識の深化 

 生徒が自己理解を深め、将来像を具体化しよう

とする動きが学年全体で確認された。探究的な学

びが生徒の内面に影響を与え、ドリームスピーチ

では昨年度よりも明確な将来像を語る生徒が増加

した。 

 研究推進校の研究支援において、本センタ

ーの指導主事が研究推進校の研究に積極的に

関わることで、一定の成果があったと考え

る。具体的には，Teams を活用して教材を効

果的に活用する授業に向けた事前検討・振り

返りの継続をベースとしたことで、教材を生

かすためのカスタマイズができ、実際の授業

のイメージづくりや次に向けた改善点の確認

ができたと考えている。 

また、２回実施したアンケート分析により、

生徒の意識や課題、教員の感覚との乖離など

を確認しながら次の展開を検討することがで

きた。２回の結果を比較から変容を見取り、

生徒の成長や良さを確認するとともに、先生

方自身の見方に変化があったことや、苦労し

た指導が生徒の夢に向かう力に繋がっている

ことを確認することもでき、客観的な数値に

よる分析が研究の指針となった。 

学びのコミュニティ構築については、今年

度取り入れた上高ミーティングにおける

Padletによる振り返りの継続や相互授業参観

により、個人の知見から一歩抜け出し、協働

的に考える場を持つようになったことが成果

の 1 つである。本センターからは、協働的な

学びの場を意識して提案し続けてきたが、そ

の流れが校内研修会において“全職員で上野

原高校の生徒について考える”といった「学

びのコミュニティ」の広がりにも繋がったと

言えそうである。 

限られた時間の中で、的を絞った検討・協

議を進めることによって負担感を減らしつつ、

授業担当者全員が同じ方向を向いて進む中で、

生徒がより深い学びに向かう授業をデザイン

していく素地が築けたのではないかと考える。 

キャリア教育のブラッシュアップに向けて、

推進校が新しい教材の導入に試行錯誤しなが

ら本センターと協働で取り組んだことは、結

果的に生徒に好影響を与え、先生方の授業に

向かう意識や生徒に対する見方にもよい変化

を生んだ。これはこの支援の成果の１つであ

ると考えられる。 



   

 

   

 

今年度の研究は、探究的な学びを中心としたキ

ャリア教育のブラッシュアップに確かな進展をも

たらした。教員の協働体制は昨年度より深化し、

生徒のプラスの変容は，数値・記述の両面から確

認された。これらの成果は、来年度以降の研究推

進校の実践において更なる広がりを生む土台とな

る。今後も生徒たちのより深い学びの実現に向け

て、生徒・教員の振り返りを授業づくりに生かす

視点を欠かさず、２年間の取組から得た成果を糧

とし、向上してきた生徒の学びに向かう姿勢やス

キルを更により良いものへと繋げたい。「学びのコ

ミュニティ」を様々な形で広げていくことで、「夢

を実現する生徒の育成」に向けたブラッシュアッ

プも続いていくと考える。 

 

３ 終わりに 

 研究の伴走支援という形で推進校のキャリ

ア教育における「探究的な学びの基礎となる

姿勢」を育成する授業の検討・カスタマイズ

や授業づくりに携わってきた。目の前の生徒

たちと丁寧に向き合い、常によりよい方法を

模索しながら研究の取組に真摯に向き合い、

試行錯誤を続ける現場の先生方の姿、またそ

れに応えて確実に成長していく生徒たちの姿

を見つめながら、共に嬉しさを噛みしめる１

年となった。 

 めまぐるしく変化する社会を、生徒たちが

広い視野や自己肯定感を持って生き抜いてい

くための一歩を踏み出すために、キャリア教

育の果たす役割は大きい。そしてそこに「探

究」の要素は欠かせない。２年間の研究にお

いて、「探究」について深く考えるほどにその

想いは一層強くなった。学校生活のみならず、

その後の人生においても、よりよく生きてい

くためには「探究的な学び」の要素は必要で

ある。そこに繋がっていく研究を進めている

上野原高校の実践は、今後教科との連携が更

に広がっていくことも想定され、キャリア教 

育のあり方としても、「探究的な学び」への足

掛かりとしても、他校の参考となるのではな

いかと考えている。 

 本センターの指導主事が先生方の取組を後

押しすることで、上野原高校が「夢を実現す

る生徒の育成」に向け、よりよいキャリア教

育に繋がるブラッシュアップを図る一助とな

ることができたと考えている。 

２年間の研究推進校との協働研究は幕を下

ろすが、今後も生徒たちのより深い学びを引

き出すために、私たち自身もより一層の研鑽

を積み、現場の先生方とともに試行錯誤を続

けたい。 

 最後に、２年間真摯に研究と向き合い、本

センターの指導主事とともに歩んでいただい

た上野原高校の先生方に、この場を借りて心

より感謝申し上げる。 
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